
様式9（添付1-3) 

令和2年度 帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業 

(I 帰国・外国人児童生徒等に対するきめ細かな支援事業） 

事業内容報告書の概要 

令和2年度に実施した取組の内容及び成果と課題 

1．事業の実施体制（運営協議会・連絡協議会の構成員等） 

・今年度は、新型コロナウイルス感染症の対策をとり、市教育委員会の担当指導主事1名、新規採用の

日本語支援員6名で研修会を行った。 

日本語支援は、児童生徒の日本語や日本の生活習慣の習熟度を学校が判断し、支援員の配置が必

要な場合には市教育委員会へ配置要請をする。市教育委員会が配置を認めると、学校が地域等から日

本語支援員となる人材を確保し、年間630時間を限度として、児童生徒の習熟度や学校行事等を勘案し

ながら、フレキシブルに活用する。支援員の身分は、有償ボランティアであり、謝礼（報酬）は市教育委員

会が支援実績に応じて直接本人に支払う方法となっている。 

2．具体の取組内容 ※取り組んだ実施事項（1)~(13）について、それぞれ記入すること 

(2）令和2年度小学校に日本語加配教員を1名配置した。 

実際には、1年生2名、4年生2名の児童に対して、10時間の取り出し指導を行った。また、1年生と 

4年生と6年生の5学級の算数の時間に適宜個別指導を行った。 

④ 令和2網変、本市には、小学校1校に日本調〕晒暁文員1名を配置し、（愛愛県による人奥互週 4名の児童に対

し、「特男Iめ教育課程」を編戎し、週に10時間、取り出し指導を行った 

(12）松山市のホームページ内で日本語支援員の酉遣を含む、学校営舌支援員隷D醒早の紹プiや活動D成果

について」構気ノた。 

3．成果と課題 

(2）日本言酎陣尊の必要な児童当走7)実態やニーズに応じた指導・支援を行うことで、児童生徒が安しして、生き生き

と学校登舌を送ることができた。 

学年が上がるにつれて臨吾や算数7)授熱こおいて言葉D意味が分からなくて将マ四 藍l雫することに苦労

している実態ら分かってきた 

(4）児童の実態やニーズに応じて、組織的、継続的に指導を行うことができた。また、日本語指導に堪能 

な教員と日本語支援員が連携しながら、指導、支援を行うことで、児童生徒の実態に応じた質の高い 

指導を行うことができた。 

「日本語指導計画」等の作成と有効な活用と、日本語能力の向上だけではなく、児童の学力や興味・

関心を考慮した在籍学級での支援の在り方の検討をする必要がある。 

児童の日本語能力の実態に応じて、取り出し指導で学習する内容や入り込み指導へ移行について

の検討を行う。 

(12）ホームページでロ法することにより、活動成果について、広く知らせることができたまた、日本言酎旨尊う泌要

な児竜生徒1)保護者に対しても、本市の取り組みを矢畦フせる機会となった。 

活動の内容の公表内容や方法については、支援を必要とする子どもが特定されないよう、配慮しな

がら検討していく必要がある。 
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日本語指導が必要な児童生徒

のうち、特別の教育課程で指導

を受けた児童生徒の割合 
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19% % % % % % 

うち、個別の指導計画の指導目

標が達成できた児童生徒の割合 
19% % % % % % 

4．その他（今後の取組予定等） 

※枠は適宜広げること。（複数ページになっても差し支えない）成果物等があれば別途提出すること。 


